




















































































9 ：30～ 9 ：35 開　　　　会
開 会 挨 拶 鳴 門 教 育 大 学　学　長　　山下　一夫
鳴門市教育委員会　教育長　　安田　　修







登　壇　者　都 留 文 科 大 学　非常勤講師






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ております。 2番目・ 3番目の娘は双子で，一人は東京の IT企業に勤め，一人は運動ができたもの
ですから陸上の実業団に進み，完全に教育の世界と離れました。
　ところが30あたりになって，突然「教員になろうかしら」と。「教員になりたくないと言っていた
んじゃないの？」と聞くと，「うーん，でもね」なんて言って，急に勉強を始めました。「今から採用
試験はなかなか受からないぞ」なんて言っても，不思議なもので「再び高校時代を思い出す気持ちで
やってみる」なんて言って，幸いにも合格しました。親として嬉しいものでした。
　一番上のお姉ちゃんは，政情不安もあって，旦那と共にトルコから帰ってきて，ハーフの子どもを
持ちながら，今高等学校の英語の教員をしております。 2番目の娘は，中学校の家庭科の教員をして
おります。 3番目の娘は，小学校の教員です。孫が 6人おりますが，幼稚園と保育所です。したがっ
て保・幼・小・中・高，そして私が大学ですから，全部の校種がいます。（笑）ちなみに，うちの家
内は教育委員会にいます。（笑）
　その娘たちから，「お父さん，教員って理不尽な仕事だね」と言うから，私は「理不尽だよ」，「で
も教員は素敵だよ」と曖昧な回答をしていました。そんな私に娘たちは，「世界では理不尽に殺され
ていることあれば，理不尽さに耐えている人もいる。でも，それでもみんなにこやかに生きている」
と。また，「理不尽な社会・企業の中で，どんなに残業しても報われなかったりするけど，でも教員
は理不尽の中でも，結局子たちに報われるんだよね。これがすごいね。だから私は教員に結局になっ
ている。教員なんかにならないと言っていたのが，今なっているんだから不思議だよね」ということ
聞くと，私はそこから新たな学びをもらうのです。
　ですから，皆さん保護者対応，大変だと思います。様々な問題も大変だと思います。今日，なぜ植
田先生，板東教頭先生をお呼びしたのか。どうしたら良いかというハウツーではないのです。ハウツー
よりも家庭訪問をしようや，こうしようや，チーム学校で頑張ろうやという，こういうことが一つで
もできれば良いかなと思っています。
　私も香川県で教頭をしておりました。私の学校はトラブルの多い学校だったのですが，飲み会がな
かなかできなくなった時代でしたので，皆で茶話会などを行いました。なぜそんなことをするのかと
いうと，コミュニケーションづくりなのですね。そういうものを大事にしていくことが，これからの
時代に大切なのかと思いながら，皆さんと共に考えた保護者あるいは地域の関わりということを，こ
こで締めてまいりたいと思います。本日はどうもありがとうございました。（拍手）美馬会場・阿南
会場，ありがとうございました。どうもお疲れ様でした。（拍手）
総合司会（井上）
　それでは，閉会にあたり主催者を代表しまして，鳴門教育大学理事・副学長，佐古秀一より，ご挨
拶申し上げます。佐古理事，よろしくお願いします。
【閉会】
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佐　古　秀　一（鳴門教育大学　理事・副学長）
　皆さん，こんにちは。本日，「第44回鳴教大教育・文化フォーラム」に多数ご参加いただきまして
ありがとうございました。
　まず，このフォーラム開催にあたりまして，ご講演いただきました吉井教授，シンポジストとして
報告いただきました都留文科大学非常勤講師の植田先生，地元の堀江北小学校の板東先生，コーディ
ネートしていただきました阪根教授には，心より御礼申し上げます。ありがとうございました。
　また，鳴門市教育委員会の安田教育長様には，ご多用中のところご出席を賜った上に，開会にあた
りましてご挨拶いただきまして，ありがとうございました。
　私も，一番前の席で聞かせていただいておりましたが，本当に良い勉強になったなと思いました。
フォーラムの開催前には，困った保護者にどう対応したらいいかということがたくさん話されるだろ
うと思っていましたが，先生方が仰っていたのは保護者の要求や主張に対して反射的に対応するので
はなく，その背景や心理的状況を分かった上で，また，理解しようとした上で関わりましょうという
こと。このことの重要性を先生方が仰っていたと思います。
　それからもう 1点は，今回のフォーラムを通して気づかされたことがございます。改めて考えてみ
ますと，本学は教員養成大学で，教員を養成しております。教員の仕事の中でもちろん授業で教科の
指導を行うというのはとても大事ですけれど，それと並んでというか，それとともに，やはり保護者
との対応をこれから学生にどう指導していくのか，これが大きな課題であるということに気づかせて
いただきました。
　特に，これから若い先生がどんどん学校に増えてきます。そういう若い先生が保護者との対応，あ
るいは関わりで苦労されるということが多くなるだろうということは十分予想されます。そのような
ことのために我々教員養成系大学は何をしなければならないのか考えていかねばならないと思いまし
た。
　それとともに，教員が 1人で抱え込むのではなくて，学校全体で取り組むための仕組みや学校づく
りをどう進めていくかについても考えるべき課題であると感じました。
　今日は私自身，色々気づかせていただきまして，勉強させていただきました。ありがとうございま
した。
　最後になりましたが，このフォーラムを開催するにあたりまして，地元の鳴門市教育委員会，それ
から徳島県教育委員会，美馬市教育委員会，阿南市教育委員会の各教育委員会，小学校・中学校の校
長会，高等学校の校長協会の皆様方に，ご後援いただきました。心より御礼申し上げます。
　このフォーラムが，先生方のこれからの保護者との関わり方のヒント，あるいは参考になることを
祈念いたしましてフォーラムを閉じたいと思います。本当にありがとうございました。
総合司会（井上）
　佐古理事，ありがとうございました。以上をもちまして，「第44回鳴教大教育・文化フォーラム」
を終了いたします。なお，アンケートをご記入の上，受付の回収箱にお入れくださるようご協力お願
い申し上げます。本日はありがとうございました。（拍手）
【主催者代表挨拶】
－ 33 －
ご職業についてお伺いします。 １　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
２　今日のフォー ラムの“内容”は，あなたにとって
　有益なものであった。
3　保護者対応や地域連携について，理解が深
　まった。
４　本事業を何で知りましたか。 ５　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
6　性別について
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。
職場（学校）（261）
ちらしやWebで（4）
知人・友人の紹介（0）
その他（13）
無回答（0）
小学校教員（177）
中学校教員（62）
高等学校教員（3）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（15）
大学教員（3）
学生（0）
公務員（16）
会社員（0）
その他（2）
無回答（0）
そうである（234）
ややそうである（41）
どちらともいえない（3）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（0）
そうである（180）
ややそうである（87）
どちらともいえない（11）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（0）
そうである（192）
ややそうである（78）
どちらともいえない（8）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（0）
鳴門市内(245)
鳴門市外(30)
県外（3）
無回答(0)
男(114)
女(164)
その他（0）
無回答(0)
64％22％
1％
1％
1％
0％
0％0％
0％
84％
65％
31％
69％
28％
94％
1％
0％
5％
0％
41％
59％
0％ 0％
88％
5％
6％
15％
1％
0.0％
0.0％
0.0％
3％ 4％
0％ 0％
0％
11％
1％ 0％
0％ 0％
0％
第44回鳴教大教育・文化フォーラム　3会場　来場者アンケート集計結果
参加者数　312　回答者数　278　回答率　89.1%
－ 34 －
【フォーラムに関する主な意見・感想】
　○　吉井先生のお話で「教師として生き残り続けること」「子どもを愛し続けること」はとても心
に残る言葉でした。そして無理を言ってくる保護者自身もこれまでの満たされていない感情を今
の子どもの担任にぶつけてきて助けを求めていると考えれば，担任は保護者に対しても心を開き，
話を聞き，心のケアをしていかなければいけないのだと感じました。植田先生・板東先生のお話
では，保護者対応の具体的な例を挙げながらとても分かりやすいお話をしてくださり，全てのこ
とに納得できました。フォーラムよかったです。
　○　吉井先生の講演内容にあった「二つの落とし穴」のお話は，大変勉強になった。具体的な事例
も多く，今の現場での対応をもう一度考えさせられた。板東教頭先生の発表からは，同じ教頭と
して気をつけていかなければならないポイントを学ばせて頂いた。今日的な課題であり，役に立
つフォーラムであったと思う。
　○　吉井先生の講義から「教師として生き残ること」この言葉に勇気をもらいました。学校の職員
に紹介します。保護者対応については，小・中・高校種によりかなり考え方，対応の仕方が異な
ると感じます。同じ土俵で論じることに少し無理があったフォーラムだったと感じます。
　○　吉井先生の講演は，大変分かりやすくて保護者との関わり方について，今まで意識していなかっ
たことが具体的にイメージが出来た。心の三大栄養素について，道徳の授業でも扱いたいと思っ
た。
　　　シンポジウムでは，板東先生のお話をもっと聞きたかった。板東先生の講演という形でもよかっ
たです。質問の中にもありましたが，「働き方改革」というテーマを取り上げて欲しいです。
　○　心の三大栄養素＝「自信」「希望」「仲間」の話は大いに納得できる話であった。教員としてい
つでも子どもや保護者の言動の背景にあるものを考えて接することや，どんなときでも自分を見
失わず勤めを果たし，子どもたちを愛し続けられるような自分でいたいと思った。
　○　吉井先生，植田先生，板東先生のお話が大変よかったです。特に板東先生の具体的なお話は，
自分のこととして聞くことが出来ました。保護者と信頼関係を築けるように，また連携していけ
るようにするためには，どうしたらよいか考えることができました。学校の中での自分の立場を
再確認し，自分が周りの同僚に対して出来ることをしていきたいと思いました。阪根先生の最後
のお話心に残りました。
　○　三人の先生方のお話のそれぞれに興味深く，また，学ぶべきことが多くありました。特に「生
き残ること」という言葉が心に残りました。前向きな「生き残ること」の意味をしっかり心に留
め，これからの児童，保護者また，自分自身と向き合っていきたいと思います。お話を聞いてデ
トックスされました。
　○　臨床心理学のお話が興味深かったです。保護者の方々が年上と言うこともあり，お話しするだ
けで精一杯なことも多いですが，保護者の方の思いの背景にあるものを考えながら対応していき
たいです。
　○　臨床心理の視点で，保護者との関わりについてお話を伺うことが出来，大変勉強になりました。
ありがとうございました。
　○　ついつい自分だけで対応しがちになり，多くの方々に助けて頂いているのに不十分な活動しか
出来ていなかったことを反省している。やはり，起ってからより先々から手を打っていくことの
大切さを感じる。「教師として生き残る」「子どもを愛し続ける」このことばを大切にしていきた
い。ありがとうございました。
－ 35 －
　○　保護者対応の方法についてよく分かった。 1人で対応するのではなく相談することが大切。連
携し，チームとして対応することが大切だと分かった。保護者対応するときも，子どもたちに対
応するようにし，ねぎらいを大切にしたいと思いました。
　○　日々の教育活動で面している課題についてのフォーラムであり，大変参考になりました。心の
栄養「自信」「希望」「仲間」というのは，クライエントのみで無く全ての人に大切だと感じまし
た。事例をもう少し詳しく取り上げて欲しかったです。
　○　先月，勤務している学校で保護者対応のまずさがありトラブルになったばかりだったので，タ
イムリーな内容で心に響いた。勤務先に戻って共有したい内容だと思った。
　○　今いちばん悩んでいたテーマだったので，よく分かりました。チームを作っていこうと職員一
人一人が思えたらいいという気持ちを持って実践していきたいです。
　○　発達障害等で自分の考えや思いを十分にことばで表現できない児童に対するカウンセリングは
どうすればいいのか気になった。カウンセリング時に会話を通して，その人が必要としているこ
と（欠陥しているもの）を即時判断して，対応に移す（経験によるもの？理論に沿って判断？）
ことを（方法）知りたいと思った。不登校気味の児童に対して，どうやって気持ちや思いを聞き
取り，対応すればよいかの示唆になると考える。
　○　学校担任として，授業と共に保護者対応は大きな職務の一つであると思われる。実際にも「目
の前の子どものために」という意識のもとで，放課後の数時間を保護者対応に費やす場面も多々
経験することもある。そんな中で教師に求められている役割，また，メンタルヘルス及びケアの
重要性についても一般論としては理解も進んでいると思われる。働き方改革，ワークバランス等
セルフライフマネジメントの重要性も認識は出来ていると感じている。しかし，現実には様々な
教育課題に対応しながら，それらを実現していくことが可能であるかどうかと問われると「無理」
と答えるしかないのではと思う。今日のようなフォーラムに期待するのは，現代的な教育の課題
に向かい合いながら，どう教師自身のワークバランス，ライフマネジメントを取っていくのかに
対する「こうすることが必要」という明確な回答だと思う。保護者，地域との連携という時間も
手間もかけようと思えば際限なくかかる課題と，相反するような働き方改革の課題，教師の団結
論に帰結させるようでは，とうてい解決・実現不可能だと感じている。
　○　今日のフォーラムは有意義でした。理解も出来たのですが，教員の本来の仕事は，教科・学習
指導です。現在の状況は，本来の仕事以外の仕事の方にウェイトが置かれているように思います。
各学校にカウンセラーや弁護士を配置する等の対策を取るような動きはないのかどうか気になり
ます。日本の教育界が今後どのような方向に向かっていくのかを知りたいと思います。
　○　美馬・阿南の会場とも繋がっているのがすごいと思いました。お世話になりました。
　○　すてきな時間になりました。私に出来ることを考えて実践してみます。
　○　午後からのことを考えると，もう少し早く終わるようにして頂ければ幸いです。実りあるお話
をたくさんありがとうございました。
　○　佐古先生の集団行動論，教師スタイルと子どもの実態との関連による子どもの変容についてお
聞きしたいです。学級崩壊のメカニズムについても取り上げて欲しいです。若い教師も増えてい
ますので，とても大切なことと考えています。
　○　最近の若い人達は勉強は出来てもうえの人に素直に意見を聞いたり返事したりすることも出来
ず，言われたことだけをする子が多いです。それではだめだと言うことを分からせるような研修
をして欲しい。
－ 36 －
　○　「教員の働き方改革」「現場の中での若手教員の育成」について取り上げて欲しい。（最近は，
大学のサポートも充実し，若いうちに採用される先生も多い。しかし，中には資質そのものに疑
問を感じる若手教員も少なくない。子どもたちの教育だけでなく，若手教員の育成にも労力が必
要となっている。
　○　義務研修のため参加者も多いので，フォーラムの中で自校の「課題を解決する手立てを考える
会」のようなものを開けたらよいと思う。チームとして教員だけでなく全ての職，関係機関と考
えていく会になれば効果的な具体案も出てくるのではないでしょうか。教員と事務職員，栄養職
員が一緒に研修することができる貴重な時間なので…。
　○　「通常学級で困り感を持っている子ども（・漢字が覚えられない・算数が苦手な子・友達との
トラブルが絶えない子・学校が楽しくない子等）への対応」を取り上げて欲しい。
　　　保護者の方とどう関わっていくのかという具体的な関わりがよく分かって勉強になった。具体
的な事例をもとにお話しして頂いたので心に引き込まれるような感じでした。
　○　「特別支援を必要とする児童の指導（どのような障害があるか，ADHDの特徴）」「教師が知っ
ているべき法律（弁護士が教育現場では必要と思うが…）」「働き方改革（教師のするべき仕事内
容が増えている。弁護士，臨床心理士，外国語教員，特別支援専門教師など人を増やす改革が必
要でないか）」
　○　有意義な研修になったと感じます。お世話になりました。テーマとしては「学校にいる発達特
性の子の理解と対応の仕方」を取り上げて欲しい。
　○　「部活動の在り方」「働き方改革」「不登校問題」「東京オリンピック2020を控え，学校現場で出
来ること」について取り上げて欲しい。
　○　特別の教科道徳，外国語科　新学習要領の実施まであと 1年となっています。様々なことが始
まろうとする今，その中で学力向上はどのように考え実践していくかについてフォーラムで取り
上げて欲しいです。
　○　「コミュニティスクールの現状」「義務教育学校の現状」について取り上げて欲しい。
　○　「プログラミング教育」「主権者教育」について取り上げて欲しい。
　○　「年代的働き方（役割）」「協働性」について取り上げて欲しい。
－ 37 －
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